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『
刻
む
会
』
再
発
足
を
祝
う 

「
長
生
炭
鉱
の
水
非
常
を
歴
史
に
刻
む
会
」
元
事
務
局
長 

 
 

澄
田
亀
三
郎 

  

私
は
、
一
九
九
三
年
八
月
に
宇
部
教
会
か
ら
益

田
教
会
に
転
任
し
た
。
早
い
も
の
で
、
あ
れ
か
ら
21

年
に
な
る
。
島
根
県
の
益
田
市
は
、
私
達
夫
婦
に

と
っ
て
故
里
で
あ
る
。「
お
前
、
逃
げ
る
気
か
」
と

も
言
わ
れ
た
。
私
達
の
内
面
に
も
同
様
の
気
持
ち

が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
間
、
事
務
局
会

に
も
出
席
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
う
。 

 

今
回
、「
刻
む
会
」
が
規
約
を
持
つ
団
体
組
織
と

し
て
再
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
そ

の
第
一
回
総
会
の
議
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
。

あ
り
が
た
か
っ
た
。 

 

「
刻
む
会
」
の
組
織
が
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
変

っ
た
の
は
、
事
務
局
会
の
在
り
方
で
あ
る
。
こ
れ

迄
は
誰
で
も
自
由
に
出
席
で
き
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
選
任
さ
れ
た
運
営
委
員
が
そ
の
任
を
担
う
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
責
任
体
制
を
明
確
に
す
る

た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
総
会
」
が
最
高
決
議
機

関
と
な
り
、
普
段
は
、
運
営
委
員
会
が
責
任
を
も

つ
。
勿
論
、
運
営
委
員
会
に
は
共
同
代
表
の
３
名

等
も
加
わ
る
。 

 

共
同
代
表
の
顔
ぶ
れ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
刻

む
会
」
に
お
い
て
も
世
代
交
代
が
進
ん
で
い
る
。

今
後
も
正
会
員
、
賛
助
会
員
を
は
じ
め
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
気
持
ち
で
あ
る
。 

 

今
後
の
大
き
な
課
題
は
、
ひ
と
つ
は
「
遺
骨
の

収
集
」
で
あ
る
。
私
達
日
本
人
は
、
従
来
か
ら
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
韓
国
遺
族
会
の
意
向
を
斟

酌
し
な
が
ら
活
動
を
推
進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

何
故
な
ら
、
民
族
に
よ
っ
て
、
国
民
性
や
風
俗
習

慣
は
違
う
か
ら
で
あ
る
。
韓
国
遺
族
会
と
十
分
に

意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
実
践
す
る
事
と
な
る
。 

 

ま
た
、
追
悼
ひ
ろ
ば
の
充
実
、
検
討
中
の
「
子

ど
も
た
ち
の
絵
画
展
示
」
な
ど
も
課
題
の
ひ
と
つ

で
あ
ろ
う
。 

 

奇
し
く
も
、
長
生
海
岸
の
ピ
ー
ヤ
は
２
本
あ
り
、

そ
れ
を
模
し
た
犠
牲
者
追
悼
碑
も
２
つ
で
あ
る
。

「
刻
む
会
」
で
は
２
つ
の
追
悼
碑
で
、
ひ
と
つ
と

認
識
し
て
い
る
。 

 

将
来
、
こ
の
２
つ
の
ピ
ー
ヤ
に
「
虹
の
橋
」
が

架
か
っ
て
、
日
朝
・
日
韓
の
平
和
と
友
好
の
絆
が

強
く
太
く
な
る
こ
と
を
期
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
を
続
け
た
い
。 
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2008．12．19 

ソウルからのたより        大和裕美子 

 アンニョンハセヨ。「刻む会」最年少の大和裕美子です（笑）この度、博士

論文「長生炭鉱水没事故の記憶の構図と記憶実践─「長生炭鉱の“水非常”

を歴史に刻む会」を事例に」を九州大学に提出しました。「刻む会」の皆様に

は多大なご協力をいただきました。本当に皆様のおかげです。この場をお借

りして御礼申し上げます。ありがとうございます。 

 ところで、私はいまソウルにいます。早いものでソウルへ来て２年半以上

が経ちました。ソウル大のアジア研究所というところで勉強しています。ソ

ウル大は明洞などがあるソウルの中心地からはちょっと離れていて、山に囲

まれた自然豊かなところです。 

 いまだに辛い食べ物は苦手です。学食でも辛いメニューが多いです。注文

する前に「辛いですか？」と尋ねると「あんまり辛くない」という答え。で

も信じちゃいけません（笑）韓国人の言う「あんまり辛くない」＝「とても

辛い」なのです。それではまた＾＾ 

【大和裕美子さんの紹介】 

「刻む会」旧事務局メンバー。現在、ソウル大学亜細亜研究所東北アジアセンター研究員

／博士として活躍中。長生炭鉱問題についての研究論文を作成。  
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長
生
炭
鉱 

春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

「
地
元
の
皆
さ
ん
」
と
ご
一
緒
に
歩
き
ま
し
た 

「
長
生
炭
鉱
の
水
非
常
を
歴
史
に
刻
む
会
」
共
同
代
表 内

岡
貞
雄 

【
は
じ
め
に
】 

 

「
今
朝
は
東
風
（
こ
ち
）
が
吹
い
と
る
が
の
う
」

と
地
元
漁
師
Ａ
さ
ん
。 

 

「
天
気
は
お
昼
ま
で
持
ち
ま
す
か
？
」
と
心
配

そ
う
な
私
。 

 

「
そ
う
や
の
う
、
こ
れ
か
ら
小
雨
か
、
も
し
か

し
た
ら
本
降
り
に
な
る
か
も
の
う
」
。 

 

結
局
、
二
〇
一
四
年
三
月
二
十
九
日
（
土
）
実

施
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
昼
前
か
ら
雨
脚
が
激

し
く
な
り
、
昼
食
を
兼
ね
た
参
加
者
の
「
交
流
会
」

は
、
追
悼
ひ
ろ
ば
の
隣
家
Ａ
さ
ん
の
車
庫
を
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
の

ご
配
慮
に
は
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。 

【
二
〇
〇
六
年
に
竣
工
し
た
海
岸
道
路
を
歩
く
】 

 

海
岸
道
路
は
二
〇
〇
六
年
に
完
成
し
た
の
で
す

が
、
長
生
炭
鉱
か
ら
新
浦
地
区
に
架
か
る
「
新
え

が
し
ら
川
橋
」
は
す
で
に
20
年
前
に
出
来
て
い
ま

し
た
。
工
事
が
大
幅
に
遅
れ
た
の
は
、
宇
部
市
と

頼
尊
さ
ん
一
家
と
の
土
地
問
題
交
渉
が
暗
礁
に
乗

り
上
げ
て
い
た
た
め
で
、
両
者
の
話
し
合
い
の
解

決
？
で
や
っ
と
海
岸
道
路
の
竣
工
に
こ
ぎ
つ
け
た

と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
橋
の
上
か
ら
新
浦
会

館
が
見
え
ま
す
が
、
こ
こ
の
床
下
に
か
つ
て
の
新

浦
炭
鉱
の
（
の
ち
の
長
生
炭
鉱
二
坑
）
斜
坑
口
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
海
底
坑
道
は
西
南
西
方
向
に
走

っ
て
い
ま
す
。
新
浦
炭
鉱
は
一
九
二
一
年
十
二
月

末
に
「
水
非
常
」
が
発
生
（
海
底
下
30
メ
ー
ト
ル

未
満
の
場
所
）
、
34
人
の
犠
牲
者
を
出
し
て
以
後
は

長
ら
く
休
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九
四

二
年
二
月
三
日
の
長
生
炭
鉱
「
水
非
常
」
の
あ
と
、

同
年
六
月
に
新
浦
炭
鉱
は
長
生
炭
鉱
に
合
併
さ
れ
、

そ
の
二
坑
と
し
て
再
び
採
炭
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

「
新
浦
炭
鉱
殉
難
者
之
墓
」
は
か
つ
て
の
長
生

炭
鉱
内
に
あ
た
る
宇
部
市
下
水
道
（
西
岐
波
ポ
ン

プ
場
）
の
北
、
西
岐
波
共
同
墓
地
の
一
角
に
「
大

き
な
自
然
石
と
台
座
」
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
台

座
部
分
に
犠
牲
者
全
員
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

朴
天
基
（
パ
ク
・
チ
ョ
ン
ギ
）
と
い
う
朝
鮮
人
の

名
前
も
左
端
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
か

ら
少
し
西
に
向
か
う
と
、
浜
中
長
生
集
会
場
が
見

え
て
き
ま
す
。
こ
こ
は
以
前
、「
刻
む
会
」
主
催
の

追
悼
集
会
の
会
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
児

童
遊
園
の
場
所
に
は
か
つ
て
「
西
岐
波
火
葬
場
」

が
あ
り
ま
し
た
。
火
葬
場
は
、
長
生
炭
鉱
だ
け
で

な
く
、
新
浦
地
区
、
向
坂
、
梶
取
、
白
土
、
吉
田

等
々
、
西
岐
波
地
区
の
広
い
範
囲
で
住
民
の
皆
さ

ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
長
生
炭
鉱
社
宅
に

て
病
気
等
で
亡
く
な
っ
た
方
や
炭
鉱
の
坑
内
外
事

故
で
亡
く
な
っ
た
方
々
の
火
葬
も
多
か
っ
た
そ
う

で
す
。 

 

こ
こ
か
ら
海
岸
道
路
の
西
方
に
、
か
つ
て
の
長

生
炭
鉱
の
経
営
者
の
住
居
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
隣

接
地
に
「
合
宿
所
」
と
呼
ば
れ
る
平
屋
四
棟
が
あ

り
、
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
独
身
者
が
住
ま
わ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
周
囲
を
高
さ
３
．

６
メ
ー
ト
ル
の
板
塀
で
覆
わ
れ
、
彼
ら
は
会
社
労

務
係
に
よ
る
24
時
間
監
視
下
で
暮
ら
し
て
い
た
の

で
す
。
一
九
四
〇
年
か
ら
四
一
年
ご
ろ
、「
合
宿
所
」

に
は
４
０
０
人
か
ら
５
０
０
人
を
超
え
る
朝
鮮
人

坑
夫
が
収
容
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。（
薜
道

述
：
ソ
ル
ド
ス
ル
さ
ん
、
秋
順
徳
：
チ
ュ
・
ス
ン

ド
ク
さ
ん
ら
元
朝
鮮
人
坑
夫
の
証
言
。
当
時
、
西

岐
波
小
六
年
の
金
春
粉
：
キ
ム
・
チ
ュ
ン
ブ
ン
さ

ん
証
言
な
ど
。
） 

 

「
合
宿
所
」
前
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
参
加

者
の
Ｂ
さ
ん
が
口
を
開
か
れ
ま
し
た
。
Ｂ
さ
ん
は

一
九
四
五
年
七
月
ま
で
広
島
市
幟
町
（
の
ぼ
り
ち  

紙芝居上演の様子が 

宇部日報の記事に！ 
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ょ
う
）
に
住
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
原
爆
投
下

の
一
週
間
前
に
お
姉
さ
ん
の
い
る
宇
部
市
西
岐
波

の
吉
田
（
白
土
海
岸
近
く
）
へ
移
り
住
ん
だ
そ
う

で
す
。「
当
時
、
広
島
に
居
住
し
て
い
た
被
差
別
部

落
の
方
々
や
韓
国
・
朝
鮮
人
の
皆
さ
ん
は
、
軍
需

工
場
の
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
、
し
か
も
『
住

む
区
域
を
指
定
』
さ
れ
、
そ
こ
が
空
襲
目
標
に
な

る
危
険
な
場
所
と
思
っ
て
も
ほ
か
の
場
所
に
移
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
彼
ら
を
受
け

入
れ
る
町
は
、
当
時
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
ん
で
す

よ
。
そ
こ
は
爆
心
地
に
近
か
っ
た
の
で
、
原
爆
で

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
よ
。
」
私
た
ち
は
Ｂ

さ
ん
の
話
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。 

 

長
生
炭
鉱
の
朝
鮮
人
坑
夫
は
、
本
坑
口
か
ら
約

２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
海
底
坑
道
の
先
端
で
き
わ

め
て
危
険
な
状
況
と
隣
り
合
わ
せ
の
中
、
採
炭
作

業
を
強
い
ら
れ
た
の
で
す
。
二
番
方
で
入
坑
す
る

坑
夫
は
午
前
十
時
頃
に
早
い
昼
食
を
食
べ
た
そ
う

で
す
が
、
鶴
嘴
（
つ
る
は
し
）
の
音
が
止
ま
る
と

漁
船
の
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
音
「
ポ
ン
・
ポ
ン
・
ポ
ン
・

ポ
ン
・
・
・
・
・
」
が
と
て
も
大
き
く
聞
こ
え
た

そ
う
で
す
。
彼
ら
は
、
海
底
坑
道
に
入
る
と
水
没

事
故
や
予
想
さ
れ
る
事
故
の
こ
と
な
ど
「
何
も
考

え
な
い
こ
と
、
思
考
を
止
め
る
こ
と
」
が
自
分
を

落
ち
着
か
せ
る
最
も
有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。
Ｂ
さ
ん
の
話
さ
れ
た
広
島
の
抑
圧
さ
れ

た
方
々
も
、
お
そ
ら
く
同
じ
状
況
下
で
強
制
労
働

に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し

か
も
彼
ら
の
大
多
数
は
原
爆
の
犠
牲
者
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

「
戦
争
は
、
人
間
が
人
間
で
な
く
な
っ
て
し
ま

う
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ま
さ
に
「
戦
争
は
、
最

大
の
人
権
侵
害
で
あ
る
」
こ
と
を
肌
で
感
じ
た
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
し
た
。 

【
終
わ
り
に
（
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
期
し
て
）
】 

 

今
回
、
春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
13
人
の
参

加
で
、
子
ど
も
た
ち
は
少
数
で
し
た
。
こ
の
時
期
、

小
・
中
学
校
で
は
転
任
す
る
先
生
方
と
の
お
別
れ

会
や
子
ど
も
会
行
事
、
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
元
来
、
春

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
夏
の
学
習
会
は
、
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
て
始
ま
っ
た
行
事
で
す
。
子

ど
も
た
ち
が
エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
る
よ
う
内
容
を
工

夫
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
日
程
の
設
定
も
考
慮
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
春

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
の
計
画

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
長
生
炭
鉱
追
悼
ひ
ろ

ば
」
を
よ
り
魅
力
的
で
楽
し
い
場
に
す
る
た
め
に

「
子
ど
も
た
ち
の
描
い
た
絵
画
（
陶
板
壁
画
）
や

明
る
い
平
和
な
未
来
を
誰
も
が
想
像
で
き
る
企
画
」

も
喫
緊
な
課
題
と
な
り
ま
す
。 

 

活
動
日
誌 

(

前
回
た
よ
り
以
降) 

▽
三
月
一
〇
日(

月) 

「
刻
む
会
た
よ
り
」
発
送
作
業 

▽
三
月
一
四
日(

金) 

事
務
局
会
議 

▽
三
月
一
五
日(

土)

～
一
六
日
（
日
） 

真
相
糾
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
集
会
参
加
（
京
都
・
立
命
館
大
学
） 

▽
三
月
二
九
日(

土) 

春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施 

▽
四
月 

九
日(

水) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ
ト
抗
議
の
県
庁
前

座
り
込
み
参
加 

▽
四
月
一
一
日(

金) 

総
会
準
備
会 

▽
四
月
一
七
日(

木) 

事
務
局
会
議 

▽
四
月
一
八
日(

金) 

駐
広
島
大
韓
民
国
総
領
事
と
の
懇
談
会 

▽
四
月
二
八
日(

月) 

総
会
資
料
発
送
作
業 

▽
五
月
一
二
日(

月) 

総
会
準
備
会 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ
ト
問
題
に
つ
い
て

宇
部
市
議
会
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
と
副
委
員
長
と

の
懇
談
会 

▽
五
月
一
四
日(

水) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ
ト
抗
議
の
県
庁
前

座
り
込
み
参
加 

▽
五
月
一
六
日(

金) 

事
務
局
会
議 

▽
五
月
一
九
日(

月) 

真
相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
の
小
林
さ
ん
現
地

訪
問
及
び
交
流 

▽
五
月
二
一
日(

水) 

総
会
準
備
作
業 

▽
五
月
二
二
日(

木) 

宇
部
市
と
の
協
議 

▽
五
月
二
四
日(

土) 

第
一
回
定
期
総
会 

▽
六
月 

一
日(

日) 
 

「
日
本
人
と
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
歴
史
を
訪
ね
る
会(

筑
豊)

」

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
け
入
れ 

▽
六
月 

四
日(

水) 

第
１
回
運
営
委
員
会 

▽
六
月
一
八
日(

水) 
 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ
ト
問
題
に
つ
い
て

宇
部
市
教
育
委
員
会
と
協
議 

「長生炭鉱追悼ひろば」看板前

の山口武信元代表（現顧問） 
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１ 

筑
豊
の
皆
さ
ん
と
と
も
に 

 

二
〇
一
四
年
六
月
一
日
（
日
）
、
さ
わ
や
か
な
新

緑
の
一
日
、
参
加
者
22
人
の
皆
さ
ん
と
「
下
関
（
朝

鮮
通
信
使
・
倉
庫
群
）
か
ら
宇
部
の
長
生
炭
鉱
」

を
ご
一
緒
に
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し
た
。 

 
 

           

参
加
者
は
福
岡
市
１
名
、
北
九
州
２
名
、
筑
豊
19

名
で
し
た
。「
訪
ね
る
会
」（
代
表 

占
部
哲
生
さ
ん
）

主
催
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
今
年
で
31
回
を
数

え
、
私
も
第
26
回
（
住
友
忠
隈
炭
鉱
跡
）
と
第
28

回
（
三
菱
飯
塚
炭
鉱
）
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
事
務
局
の
占
部
哲
生
さ
ん
と
柴
田
正
彦
さ

ん
は
毎
年
、
事
前
調
査
を
必
ず
行
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
「
訪
ね
る
会
」
の
充
実
し
た
新
し
い
内
容

を
つ
く
り
、
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
や
新
た
な
参
加

者
を
生
み
だ
す
力
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
お

二
人
は
、
昨
年
の
「
長
生
炭
鉱
犠
牲
者
追
悼
碑
」

除
幕
式
と
今
年
の
「
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
72
周
年

犠
牲
者
追
悼
集
会
」
に
参
加
さ
れ
て
、
第
31
回
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
候
補
地
と
し
て
「
長
生
炭
鉱
」

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

２ 

下
関
の
「
朝
鮮
通
信
使
石
碑
」
、
「
倉
庫
群
跡
」

を
訪
ね
る 

 

平
家
滅
亡
に
か
か
わ
る
赤
間
神
宮
は
、
長
く
阿

弥
陀
寺(

あ
み
だ
じ)

と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
江

戸
時
代
、
11
回
に
わ
た
り
下
関
に
上
陸
し
た
朝
鮮

通
信
使
一
行
は
、
「
阿
弥
陀
寺
」
と
「
引
接
寺(

い

ん
じ
ょ
う
じ)

」
を
宿
泊
所
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

第
１
回
か
ら
第
３
回
ま
で
朝
鮮
王
朝
は
、
豊
臣
秀

吉
の
朝
鮮
侵
略
（
朝
鮮
で
は
ウ
ェ
ラ
ン
と
呼
ぶ
）

に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
数
十
万
人
の
朝
鮮
人
（
医

師
・
陶
工
・
土
木
技
術
者
・
一
般
人
）
を
取
り
戻

す
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
た
た
め
、
江
戸
幕
府

が
「
朝
鮮
通
信
使
」
と
呼
ん
で
も
、
朝
鮮
王
朝
で

は
回
答
兼
刷
還
使
（
探
賊
使
）
と
称
し
て
来
日
し
、

朝
鮮
へ
の
帰
国
者
を
探
し
求
め
た
の
で
す
。
だ
が
、

帰
国
で
き
た
人
数
は
６
，
３
２
３
人
に
と
ど
ま
り
、

拉
致
者
の
１
割
に
も
満
た
な
い
人
々
し
か
帰
国
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
。
赤
間
神
宮
前
の
広
場
に
「
朝

鮮
通
信
使
上
陸
淹
留
之
地
」
の
石
碑
（
二
〇
〇
一

年
八
月
六
日
建
立
）
が
建
っ
て
い
ま
す
が
、
朝
鮮

通
信
使
の
当
初
、
朝
鮮
王
朝
は
拉
致
さ
れ
た
朝
鮮

人
を
取
り
返
す
と
い
う
使
命
を
持
っ
て
い
た
こ
と

を
理
解
す
る
こ
と
は
大
事
な
歴
史
の
事
実
に
な
り

ま
す
。
対
馬
藩
の
対
朝
鮮
外
交
担
当
と
し
て
有
名

な
雨
森
芳
洲
の
「
誠
信
之
交
隣
」
だ
け
を
見
よ
う

と
す
る
の
は
本
当
の
歴
史
を
理
解
し
た
こ
と
に
な

り
ま
せ
ん
。 

 

下
関
の
観
音
崎
町
・
南
部
町
の
「
倉
庫
群
」
は

「
あ
る
か
ぽ
ー
と
開
発
」
で
22
棟
（
９
社
）
の
倉

庫
群
が
一
九
九
五
年
ま
で
に
解
体
し
、
そ
の
歴
史

を
消
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
20
個

の
繋
船
柱
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
か
つ
て
の

岸
壁
跡
と
倉
庫
群
が
想
起
さ
れ
、
強
制
連
行
の
歴

史
を
掘
り
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
倉
庫
群
は
一
九
四
〇

年
か
ら
敗
戦
ま
で
、
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
が

押
し
込
ま
れ
、
北
海
道
の
炭
鉱
、
信
州
の
ダ
ム
開

発
や
軍
事
施
設
、
長
崎
の
軍
事
工
場
等
へ
の
列
車

が
用
意
で
き
る
間
、
こ
こ
に
収
容
さ
れ
た
の
で
す
。 

３ 

西
光
寺
と
長
生
炭
鉱
跡 

 

西
光
寺
に
「
水
非
常
」
犠
牲
者
１
８
３
名
の
位

牌
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
、「
刻
む
会
」
の

会
員
が
、
全
部
の
位
牌
を
並
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

韓
国
・
朝
鮮
人
犠
牲
者
名
は
「
日
本
名
」
で
書
か

れ
て
お
り
、
筑
豊
の
小
・
中
学
校
で
教
鞭
を
執
ら

れ
て
い
る
先
生
方
は
「
創
氏
改
名
」
と
い
う
歴
史

の
事
実
を
単
な
る
知
識
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
学
び

取
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の

位
牌
が
遺
族
と
つ
な
が
り
、
海
の
底
の
犠
牲
者
と

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も
実
感
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

「
長
生
炭
鉱
追
悼
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
「
刻
む
会
」

で
は
２
つ
の
追
悼
碑
を
１
つ
と
と
ら
え
て
い
る
と

い
う
経
緯
の
説
明
を
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
「
長
生
炭
鉱
本
坑
口
」
の
場
所
が
、
一
九

八
七
年
撮
影
の
一
枚
の
写
真
か
ら
把
握
可
能
で
あ

第
31
回
「
筑
豊
」
か
ら
日
本
人
と
在
日
韓
国
人
・
朝
鮮
人
の
歴
史
を
訪
ね
る
会 

― 

長
生
海
岸
で
「
ア
リ
ラ
ン
」
、
バ
ス
で
「
コ
ヒ
ャ
ン
へ
（
故
郷
へ
）」
の
歌
声
が
響
く 

― 

西光寺の１８３名の位牌を

前にした参加者の皆さん 
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る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
一
九
四
二
年
二
月
三

日
当
日
、「
本
坑
口
」
付
近
は
、「
人
間
の
生
と
死
」

が
は
っ
き
り
分
か
れ
た
場
所
と
な
っ
て
、
遺
族
に

と
っ
て
絶
対
に
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
所
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。 

４ 

終
わ
り
に
（
帰
路
の
バ
ス
で
の
感
想
か
ら
） 

○
長
生
炭
鉱
は
、
大
潮
の
た
め
海
底
が
顔
を
の
ぞ

か
せ
て
お
り
、
海
岸
近
く
に
あ
る
ピ
ー
ヤ
（
排

気
・
排
水
筒
）
前
ま
で
歩
い
て
行
け
ま
し
た
。

２
本
の
ピ
ー
ヤ
に
向
か
っ
て
、
み
ん
な
で
「
ア

リ
ラ
ン
」
を
歌
い
ま
し
た
。
沖
合
い
の
海
の
底

に
眠
る
一
八
三
人
の
犠
牲
者
の
皆
さ
ん
に
も
こ

の
歌
声
が
届
い
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。 

 

（
Ｓ
さ
ん
） 

○
海
岸
道
路
か
ら
見
え
る
ピ
ー
ヤ
は
な
ん
だ
ろ
う
。

何
も
知
ら
な
け
れ
ば
煙
突
の
よ
う
な
筒
に
し
か

見
え
な
い
が
、
説
明
を
聞
く
と
、
周
辺
の
海
底

坑
道
に
は
「
水
非
常
」
で
多
く
の
犠
牲
者
が
今

な
お
海
の
底
に
眠
っ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
私
は
子
ど
も
た
ち
を
関
西
や
沖

縄
な
ど
に
平
和
学
習
の
一
環
と
し
て
連
れ
て
い

く
仕
事
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
こ

こ
長
生
炭
鉱
の
地
に
も
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
 

 
 

 

（
Ｎ
さ
ん
） 

○
一
九
四
五
年
終
戦
の
年
、
私
は
旧
制
の
中
学
生

で
し
た
。
一
九
四
二
年
に
宇
部
炭
田
（
長
生
炭

鉱
）
で
大
き
な
事
故
が
あ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に

あ
り
ま
し
た
。
い
つ
か
こ
の
地
を
訪
れ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
思
い
を
実
現
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。
配
布
さ
れ
た
資
料
を
し
っ

か
り
読
ん
で
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
（
Ｋ
さ
ん
） 

○
今
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
前
に
、

長
生
炭
鉱
に
関
す
る
記
事
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
地
を
歩
き
、

現
地
で
説
明
を
受
け
た
内
容
は
事
前
に
得
て
い

た
情
報
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
Ｔ
さ
ん
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
ペ
・
レ
ソ
ン
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
は
二
〇
〇

八
年
六
月
十
七
日
、
今
年
は
七
回
忌
に
あ
た
り

ま
す
。
レ
ソ
ン
さ
ん
と
「
刻
む
会
」
は
一
九
九

九
年
一
月
三
十
日
（
57
周
年
追
悼
集
会
）
に
レ

ソ
ン
さ
ん
が
講
演
を
行
な
っ
て
以
来
の
長
い
お

付
き
合
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
刻
む
会
」
と

の
交
流
を
大
切
に
し
、
ご
協
力
で
き
る
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
協
力
し
、
今
後
も
し
っ
か
り
連
帯
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
無
窮
花
の
会 

理
事
長 

吉
栁
順
一
さ
ん
） 

○
終
戦
の
時
ア
ボ
ジ
は
16
歳
で
し
た
が
、
２
歳
上

の
姉
と
二
人
の
弟
は
祖
国
に
帰
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
58
年
後
、
姉
た
ち
が
来
日
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
と
も
に
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し

た
。
お
互
い
70
歳
を
超
す
歳
に
な
っ
て
お
り
、

幼
い
日
に
よ
く
歌
っ
た
日
本
の
歌
を
一
緒
に
歌

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
過
去
の
歴
史
」
を

し
っ
か
り
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
Ｒ
さ
ん
） 

○
宇
部
で
は
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
の
よ
う
な
「
負

の
歴
史
」
を
覆
い
隠
そ
う
と
す
る
動
き
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
権
力
（
圧
力
）
に
負
け

な
い
と
い
う
方
々
の
存
在
を
、
出
席
者
の
皆
さ

ん
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
負
け

て
は
い
け
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

（
Ｎ
さ
ん
） 

○
「
故
郷
へ
」（
コ
ヒ
ャ
ン
へ
）
の
歌
を
歌
い
ま
し

た
。
い
つ
の
日
か
海
の
底
に
眠
る
遺
骨
が
故
郷

へ
帰
れ
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。 

（
Ｓ
さ
ん
） 

○
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、
そ
の
場
所
に
行
き
、

自
分
の
足
で
立
っ
て
、
自
分
の
耳
で
聞
く
。
そ

し
て
自
分
の
頭
で
、
心
で
考
え
る
こ
と
が
、
ど

れ
だ
け
自
分
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
か
を
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
海
に
突
如
現
れ
た
２
本

の
ピ
ー
ヤ
を
見
た
時
の
衝
撃
は
、
鮮
明
に
心
に

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
海
の
底
に
坑
道
が
あ

っ
て
、
そ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
働
い
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
今
で
も
、
そ
の
遺
骨
が
海
底

に
沈
ん
だ
ま
ま
に
あ
る
の
で
す
。
海
を
前
に
し

て
心
に
せ
ま
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｔ
さ
ん
） 

○
長
い
間
、「
刻
む
会
」
の
皆
さ
ん
が
調
査
さ
れ
て

き
た
事
実
に
基
づ
い
て
案
内
し
て
い
た
だ
い
た

の
で
、
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長

年
の
取
り
組
み
に
敬
服
し
ま
す
。
長
生
炭
坑
の

水
没
事
故
が
一
九
四
二
年
、
吉
隈
炭
坑
（
麻
生
）

の
坑
内
火
災
が
一
九
四
一
年
。
こ
の
時
期
、
戦

争
に
坑
夫
が
か
り
出
さ
れ
、
そ
の
穴
を
埋
め
る

た
め
に
朝
鮮
人
や
捕
虜
が
使
わ
れ
た
の
で
す
。

熟
練
工
も
少
な
い
中
、
安
全
へ
の
配
慮
も
な
い

ま
ま
に
増
産
が
命
じ
ら
れ
た
た
め
に
事
故
が
多

発
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 

 
 

 

（
事
務
局
長 

柴
田
正
彦
さ
ん
） 

 
 

 

 

「
強
制
連
行
を
考
え
る
会
」
渉
外
担
当
の
ペ
・

ト
ン
ノ
ク
さ
ん
が
、
①
一
九
九
九
年
一
月
以
降
の

ペ
・
レ
ソ
ン
さ
ん
と
「
刻
む
会
」
と
の
交
流
・
繋
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が
り 

②
「
刻
む
会
」
の
十
数
年
に
わ
た
る
歩
み
、

と
り
わ
け
追
悼
集
会 

③
「
刻
む
会
」
が
追
悼
碑

建
立
の
た
め
の
土
地
入
手
に
い
か
に
苦
労
し
た
か

等
々
、
ペ
さ
ん
は
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
、
そ
の

一
端
を
語
っ
た
。 

 

 
 

 
 

 

最
後
に
、「
強
制
連
行
を
考
え
る
会
」
代
表
の
占

部
哲
生
さ
ん
が
、「
長
生
炭
鉱
の
遺
骨
は
72
年
も
の

間
、
海
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
か
ら
、『
刻
む

会
』
に
よ
り
遺
骨
収
集
が
進
も
う
と
し
て
い
る
。

一
方
、
筑
豊
で
は
無
窮
花
の
納
骨
堂
（
１
１
６
体
）

に
名
前
の
つ
い
た
遺
骨
が
安
置
さ
れ
て
い
る
し
、

各
地
の
お
寺
に
は
名
前
の
わ
か
っ
た
遺
骨
も
あ
り
、

故
郷
に
戻
れ
る
日
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。
そ
う
し

た
遺
骨
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
そ
の
返
還
が
少
し

で
も
前
進
す
る
よ
う
に
努
力
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
。
」
と
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
好
天
気
に

恵
ま
れ
、
充
実
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
無
事

に
終
え
ら
れ
た
こ
と
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
喜
び
た

い
と
い
う
挨
拶
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
文
責 

内
岡
貞
雄
】 

事
務
局
会
議
・
運
営
委
員
会
報
告 事

務
局
長 

小
畑
太
作 

 

二
〇
一
四
年
三
月
以
降
、
事
務
局
会
議
は
２
回
、
新
た

に
発
足
し
た
運
営
委
員
会
は
１
回
開
催
。
以
下
、
主
な

事
項
に
つ
い
て
。 

①
駐
広
島
大
韓
民
国
総
領
事
来
訪 

年
度
替
わ
り
で
着
任
さ
れ
た
新
総
領
事
が
、
四
月
十

八
日(

金)

、
宇
部
市
長
・
山
口
市
長
・
山
口
県
知
事

へ
の
表
敬
訪
問
の
合
間
を
縫
っ
て
、「
長
生
炭
鉱
追
悼

ひ
ろ
ば
」
へ
来
訪
。
当
会
は
四
名
で
対
応
す
る
こ
と

と
し
、
現
地
を
案
内
し
た
後
、
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
昼
食
懇
談
。 

②
「
追
悼
碑
」
の
拡
充 

長
生
炭
鉱
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
画
設
置
と
、
一
九
九

七
年
に
ピ
ー
ヤ
か
ら
引
き
上
げ
た
坑
木
展
示
に
つ
い

て
日
本
ハ
ウ
ス
よ
り
草
案
の
提
示
を
受
け
検
討
。 

③
「
追
悼
ひ
ろ
ば
」
所
有
権
移
転 

日
本
基
督
教
団
宇
部
緑
橋
教
会
へ
の
所
有
権
移
転
の

手
続
完
了
。
移
転
に
伴
う
課
税
は
、
い
ず
れ
も
免
除
。 

④
宇
部
市
長
と
の
協
議 

第
二
十
二
回
が
五
月
二
十
二
日(

木)

開
催
。
約
２
時

間
の
協
議
。
市
側
の
全
く
不
誠
実
不
明
瞭
な
対
応
を

職
務
怠
慢
と
し
て
抗
議
。
次
回
か
ら
は
誠
実
な
対
応

を
約
束
。
内
容
に
つ
い
て
は
進
展
な
し
。 

⑤
「
第
８
回
強
制
動
員
真
相
究
明
全
国
研
究
集
会
」
受
入 

真
相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
の
小
林
久
公
さ

ん
が
五
月
十
九
日(

月)

来
訪
。
現
地
案
内
の
後
夕
食

懇
談
。
三
月
予
定
の
標
記
集
会
に
つ
い
て
打
合
せ
。

集
会
は
、
当
会
に
と
っ
て
も
助
け
に
な
る
集
会
に
。

そ
の
た
め
に
今
後
は
、
当
会
か
ら
の
様
々
な
情
報
を
、

特
に
遺
骨
等
の
収
集
に
関
し
て
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
を
通
し
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
。 

⑥
遺
骨
等
の
収
集
に
関
す
る
件 

元
設
計
士
よ
り
事
故
現
場
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法

に
つ
い
て
提
言
。
次
回
運
営
委
員
会
に
お
い
て
詳
細

説
明
を
受
け
る
こ
と
に
。
／
真
相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
介
し
て
、
六
月
二
十
三
日(

月)

厚
労
省
へ
の
交

渉
行
動
に
当
会
よ
り
も
二
名
を
派
遣
。 

⑦
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
け
入
れ 

来
訪
者
に
と
っ
て
、
よ
り
充
実
し
た
機
会
と
な
る
よ

う
、
洋
上
見
学
等
諸
プ
ラ
ン
を
検
討
中
。 

⑧
山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
へ
の
助
成
金
カ
ッ
ト
問
題
に

つ
い
て 

山
口
県
政
に
引
き
続
き
宇
部
市
政
に
よ
る
今
年
度
予

算
カ
ッ
ト
に
対
し
、
二
月
二
十
四
日(

月)

「
抗
議
と

要
望
書
」
を
提
出
。
四
月
三
日(

木)

宇
部
市
市
長
・

教
育
長
連
名
に
よ
る
「
回
答
書
」
。
「
回
答
書
」
は
市

立
学
校
に
行
く
よ
う
言
明
。
当
会
は
市
議
会
議
員
と

の
懇
談
を
経
て
六
月
十
八
日(

水)

回
答
書
に
関
し
て

市
教
委
へ
抗
議
と
要
請
。 

⑨
日
本
人
と
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
歴
史
を
訪
ね
る
会

（
筑
豊
）
第
三
十
一
回
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

六
月
一
日(

日)

約
二
十
名
の
参
加
に
よ
り
実
施
。
当

会
は
三
名
で
対
応
。 

⑩
そ
の
他 

三
月
二
十
二
日(

土)

横
川
輝
雄
さ
ん
（
強
制
動
員
真

相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
よ
り
秋
順
徳
さ
ん
（
元
労

働
者
）
に
よ
る
坑
内
図
提
供
／ 

三
月
二
十
六
日

(

水)

韓
国
真
相
究
明
委
員
会
よ
り
、
釜
山
に
建
築
さ

れ
る
強
制
連
行
歴
史
資
料
館
へ
の
当
会
の
展
示
承
諾

依
頼
に
対
応
／ 

四
月
七
日(

月)

下
関
の
ダ
イ
バ
ー

へ
の
聞
き
取
り
調
査
／ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
よ
り
番
組

（
ガ
チ
ア
ジ
ア
）
制
作
の
た
め
の
取
材
協
力
依
頼
に

対
応
／ 

従
来
の
「
夏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を

「
夏
の
学
習
会
」
に
改
称
し
企
画
立
案
。
詳
細
は
同

封
の
案
内
書
／ 

『
刻
む
会
た
よ
り
』
五
十
三
号
の

企
画
発
行
準
備 

海岸にて 

（大潮でピーヤ付近まで潮が引いている） 
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☆一般会計報告１（2014 年 3 月 1 日〜2014 年 3 月 31 日） （円） 

収  入 支  出 

科 目 期間実績 累 計 備 考 科 目 期間実績 累 計 備 考 

前期繰越金 0 200,000  事務費 5,943 25,693  

カンパ（寄付金） 65,720 894,066 下記※ 広報費 2,722 283,929 会報誌送料他 

物 販 35,700 216,400 証言・資料集 追悼碑管理費 2,545 138,476 電気代他 

雑収入 0 5,685  活動費 80,750 1,426,964 追悼集会他 

繰入金 631,360 631,360 特別会計より 税 金 0 53,449  

    雑支出 1,800 3,000 振替手数料他 

    他団体会費等 0 16,000  

    小 計 93,760 1,947,511  

    繰越金 639,020 0  

合 計 732,780 1,947,511  合 計 732,780 1,947,511  

※井上洋子 宇佐美睦朗 岡崎絹江 岡田淳子 加藤好美 木原千成 金静媛 河内山宏司 佐藤セツ子② 

 関田寛雄 田中正美 趙忠男 土井桂子 長澤連三郎 庭山真生 梁川福心 平井靖男 福田富美子 藤井和義 

 藤本明美 山内弘恵② 𠮷田和子 その他 2 件（敬称略） 

 

☆一般会計報告２（2014 年 4 月 1 日〜2014 年 6 月 27 日） （円） 

収  入 支  出 

科目 期間実績 累計 備考 科目 期間実績 累計 備考 

会 費 268,000 268,000 下記☆ 事務費 13,754 13,754  

寄付金 554,500 554,500 下記★ 広報費 64,249 64,249 会報誌送料他 

物 販 15,600 15,600 証言・資料集 会議費 0 0  

雑収入 0 0  追悼碑管理・拡充費 1,283 1,283 電気代 

特別会計繰入金 0 0  活動費 27,940 27,940 派遣費 

    他団体会費等 23,000 23,000  

    雑支出 1,700 1,700 手数料 

    小 計 131,926 131,926  

    繰越金 706,174 706,174  

合 計 838,100 838,100  合 計 838,100 838,100  

☆正会員 55 名（個人 51 名・団体 4 名）、賛助会員 95 名（個人 93 名・団体 2 名） 

★安溪遊地 占部哲生 江口廣子 遠藤 巖 呉世憲 大隅督子 小野 輝 金 優② 香渡清則 

 紺谷知也 田上 中 辻 健 永冨彌古 藤里美智子 宮田幸好 矢儀保子 山下隆夫 大和裕美子 

 日本基督教団廿日市教会 日本基督教団東広島教会（敬称略） 

 

☆特別会計報告（2014 年 3 月 1 日〜2014 年 6 月 27 日）                   （円） 

収  入 支  出 

科 目 期間実績 累 計 備考 科 目 期間実績 累 計 備 考 

繰越金 0 5,259,766   ひろば追加工事 0 555,450  
繰入金 0 0   繰出金 631,360 631,360 一般会計へ 

     繰越金 0 4,072,956  
合 計 0 5,259,766   合 計 0 5,259,766   

 
 
 

以上、感謝をもってご報告いたします。 

引き続きのご支援をお願い申し上げます。 
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第
一
回 

定
期
総
会 

報
告 

書
記 

山
内
弘
恵 

 

去
る
、
二
〇
一
四
年
五
月
二
十
四
日
（
土
）
、
長
生
炭
鉱
の

水
非
常
を
歴
史
に
刻
む
会
の
組
織
強
化
を
目
的
と
し
た
、
新

た
な
出
発
の
た
め
の
第
一
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
正
会
員
数
54
名
の
と
こ
ろ
、
実
出
席
20
名
、
委
任

状
出
席
21
名
、
合
計
出
席
41
名
で
し
た
。（
別
途
、
傍
聴
者
２
名

参
加
） 

 

ま
ず
総
会
を
開
催
す
る
に
至
っ
た
経
緯
及
び
経
過
を
事
務

局
よ
り
報
告
し
、
議
案
の
審
議
に
移
り
ま
し
た
。
議
案
は
左

記
の
と
お
り
で
、
旧
事
務
局
よ
り
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
て

異
議
な
く
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

※
な
お
、
後
日
、
総
会
議
事
録
を
作
成
し
、
議
事
録
署
名

人
に
確
認
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

【
議
案
】 

議
案
第
１
号 

規
約
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件 

議
案
第
２
号 

議
長
並
び
に
書
記
選
任
に
関
す
る
件 

議
長 

澄
田
亀
三
郎 

書
記 

山
内
弘
恵 

議
案
第
３
号 

議
事
日
程
承
認
に
関
す
る
件 

議
案
第
４
号 

議
事
録
署
名
人
選
任
に
関
す
る
件 

佐
藤
坤
子 

岡
崎
絹
江
（
日
本
基
督
教
団
宇
部
教
会
） 

議
案
第
５
号 

運
営
委
員
選
任
に
関
す
る
件 

①
共
同
代
表 

井
上
洋
子 

内
岡
貞
雄 

木
村
道
江 

②
書
記 

山
内
弘
恵 

③
事
務
局
長 

小
畑
太
作 

④
そ
の
他
運
営
委
員 

木
岡
靖
司 

金
静
媛 

佐
々
木
明
美 

 

藤
井
和
義 

横
山
潤 

 

徐
鶴
奎
（
在
日
本
大
韓
民
国
民
団
山
口
県
地
方
本
部
） 

議
案
第
６
号 

顧
問
選
任
に
関
す
る
件 

島
敞
史 

山
口
武
信 

議
案
第
７
号 

会
計
監
査
委
員
選
任
に
関
す
る
件 

真
鍋
み
ど
り 

宮
本
輝
男 

議
案
第
８
号 

二
〇
一
四
年
度
活
動
計
画
案
承
認
に
関
す
る
件 

〈
目
的
〉
こ
の
団
体
は
、
一
九
四
二
年
二
月
三
日
、
長
生
炭
鉱
で
起
こ

っ
た
水
非
常
（
水
没
事
故
）
を
歴
史
か
ら
消
す
こ
と
な
く
、
誠
実

に
向
き
合
う
こ
と
を
通
し
、
朝
鮮
半
島
の
人
々
並
び
に
在
日
コ
リ

ア
ン
と
の
友
好
と
親
善
を
育
み
、
平
和
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
的

と
す
る
。 

〈
活
動
計
画
〉 

１
．
遺
骨
・
遺
品
等
の
収
集
と
返
還 

（
一
）
ピ
ー
ヤ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
や
坑
口
の
後
の
調
査
な
ど
、
収
集

実
施
に
向
け
た
諸
調
査
を
行
う
。 

（
二
）
現
存
す
る
遺
族
の
D

N

A
を
収
集
し
保
管
す
る
。 

（
三
）
国
・
県
・
市
の
各
行
政
に
取
り
組
み
を
促
す
。 

２
．
追
悼
式
・
追
悼
集
会
の
開
催 

73
周
年
追
悼
集
会
を
開
催
す
る
。 

３
．
学
習
会
・
研
究
会
お
よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
開
催 

（
一
）
「
１
．
」
の
活
動
を
進
め
る
た
め
の
学
習
・
研
究
を
行
う
。 

（
二
）
従
来
通
り
、
長
生
炭
鉱
の
こ
と
を
通
し
て
歴
史
と
平
和
を
学

ぶ
た
め
の
学
習
会
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催
、
ま
た
受
け

入
れ
を
行
う
。 

４
．
追
悼
碑
の
拡
充 

（
一
）
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
た
め
、
ま
た
地
域
と
の
連
携
を
図
る

た
め
、
追
悼
ひ
ろ
ば
に
、
子
供
達
の
絵
画
の
設
置
を
進
め
る
。 

（
二
）
現
在
、
放
置
状
態
に
あ
る
坑
木
等
を
展
示
す
る
た
め
の
設
備

を
整
え
る
。 

５
．
ピ
ー
ヤ
の
保
存 

行
政
と
の
交
渉
を
進
め
る
。 

６
．
証
言
・
資
料
（
史
料
）
の
収
集
と
編
纂 

第
三
集
の
発
刊
に
向
け
て
準
備
を
す
る
。 

７
．
そ
の
他
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
活
動 

（
一
）
上
記
の
活
動
を
進
め
る
た
め
に
、
地
元
自
治
体
で
あ
る
宇
部

市
の
協
力
を
得
る
た
め
の
粘
り
強
い
交
渉
を
継
続
す
る
。 

（
二
）
「
刻
む
会
た
よ
り
」
を
年
四
回
発
行
す
る
と
と
も
に
、
通
信

先
リ
ス
ト
を
管
理
し
発
送
先
を
検
討
し
経
費
の
削
減
に
努
め

る
。 

（
三
）
募
金
活
動
を
充
実
さ
せ
る
。
特
に
遺
族
招
聘
の
た
め
、
ま
た

４
．
―
（
一
）
の
た
め
の
募
金
活
動
を
行
う
。 

（
四
）
そ
の
他
、
運
営
委
員
会
の
討
議
を
経
て
、
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
活
動
を
行
う
。 

議
案
第
９
号 

二
〇
一
四
年
度
収
支
予
算
案
承
認
に
関
す
る
件 

議
案
第
10
号 

議
長
並
び
に
書
記
解
任
に
関
す
る
件 

 

こ
の
総
会
は
、
会
と
し
て
新
た
な
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
運
営
委
員
一
同
、
責

任
を
痛
感
し
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
遺
骨
収
集

と
い
う
大
き
な
目
標
を
新
た
に
加
え
、
活
動
が
全
国
規
模
で

広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

遺
骨
収
集
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
莫
大
な

費
用
も
力
も
必
要
で
す
。
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の

支
援
者
の
皆
様
の
更
な
る
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
一
人
で
も

多
く
支
援
者
を
増
や
し
、
多
く
の
知
恵
を
結
集
し
、
実
現
に

向
け
て
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！ 

２０１５年３月２１日（土）～２２日（日） 

第８回強制動員真相究明全国研究集会 

in宇部(２１日) 

長生炭鉱現地フィールドワーク(２２日) 

を開催します！ 

全国の多くの研究者や活動家にこの問題

を知ってもらい、手をつないでいく重要な

集会となります。 

皆様のご協力お願いいたします！ 


